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基準病床数の算定について 
 

１ 基準病床数とは 

   病院及び診療所の病床の適正配置を図ることを目的に定めるもの 

 

         療 養 病 床      

  病 院 の 

               一 般 病 床      

                               二次医療圏ごと 

         療 養 病 床      

  診療所の 

               一 般 病 床                             
                                                 基準病床数を定めるもの 

                                                 
               精 神 病 床      

 

  病 院 の     感染症病床     県 全 域 で        

 

               結 核 病 床 

 

  基準病床数は、その区域の病床の整備目標であるとともに、それ以上の病床の 

 増加を抑制し、病床が不足している地域に整備を促すものとなっている。 

 

 

 ２ 基準病床数の現状 

区  分 医療圏域 基準病床数 既存病床数 過剰・非過剰 

療 養 病 床      

及  び 

一 般 病 床      

 

  県南東部   ９，６３５  １０，０１２      ３７７ 

  県南西部    ７，３１１    ８，１７５      ８６４ 

高梁・新見      ４４７      ７００      ２５３ 

  真  庭        ４３４        ５６６        １３２ 

津山・英田    １，６０９    １，９１８        ３０９ 

  県  計  １９，４３６  ２１，３７１    １，９３５ 

精 神 病 床        県 全 域    ３，９３１    ５，２３９    １，３０８ 

感染症病床   県 全 域          ２６          ２６            ０ 

結 核 病 床        県 全 域         ３７        １１５         ７８ 

 ※既存病床数は、令和５年１月現在 
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